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向
田
の
ほ
と
ん
ど
は
、
藺
草
や
竹
藪
が
点
在
す
る
田
圃
が
一
面
に
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
人
々
は
〞在
郷
ん
タ
ン
ボ〝
と
呼
び
、
と
て
も
淋
し
い
と
こ
ろ
だ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
人
家
が
建
ち
並
び
旅
人
が
往
き
来
す
る
道
が
一

本
だ
け
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
向
田
の
本
通
り
で
す
。
こ
の
道
は
、
島
津
藩
が
江

戸
へ
上
る
と
き
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

島
津
藩
の
大
名
行
列
で
三
千
百
二
十
人
と
記
さ
れ
て
い
る
と
き
も
あ
り
、
行

列
の
長
さ
は
お
そ
ら
く
一
里
（
約
4
㎞
）
以
上
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

参
勤
交
代
の
大
名
行
列
が
毎
年
通
る
こ
の
道
は
い
つ
し
か
『
薩
摩
街
道
』
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

ぜ　　ご

明治初期の川内

泰平寺（大小路町）

泰
平
寺
は
和
銅
元
（
七
〇
八
）
年
に
元
明

天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
る
寺
で
秀
吉
の
九
州
進
攻
の
際
、

秀
吉
の
陣
営
が
置
か
れ
ま
し
た
。
島
津
義

久
と
豊
臣
秀
吉
と
の
和
睦
も
こ
の
地
で
な

さ
れ
、
そ
の
時
の
情
景
を
示
す
和
睦
石
が

残
っ
て
い
ま
す
。

泰
平
寺

新
田
神
社
と
可
愛
山
陵

新
田
神
社
は
、
神
亀
山
（
高
さ
70
m
）
の
山
頂
に
あ
り
、
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
を

ま
つ
る
神
社
で
す
。
か
つ
て
、
薩
摩
国
一
の
宮
と
し
て
呼
ば
れ
た
風
格
を
今
で

も
残
し
て
い
ま
す
。
六
月
の
御
田
植
祭
で
奉
納
さ
れ
る
棒
踊
り
、
奴
踊
り
は
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
隣
接
し
て
い
る
可
愛
山
陵

は
、
神
代
三
山
陵
の
一
つ
に
あ
げ
ら
れ
、
明
治
七
年
七
月
に
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

の
墳
墓
と
指
定
さ
れ
宮
内
庁
直
轄
で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

新田神社

可愛山陵

渡
唐
口
・
渡
瀬
口

と
　
と
ん
　く
ち
　
　
わ
た
　
せ

ぐ
ち

薩
摩
川
内
市
に
は
約
27
キ
ロ
の
薩

摩
街
道（
出
水
筋
）が
し
っ
か
り

し
た
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。道
標

設
置
も
年
を
追
う
ご
と
に
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

様
々
な
形
の
道
標

凡例
薩摩街道
薩摩街道（消滅道）
薩摩街道迂回路
県道・一般道
国道
薩摩街道の道標
案内板
史跡 ☆

3

42

36

313

9

7

6

2

3

5

7

9

4

薩摩街道ルート（川内～袋）
上
川
内

木
場
茶
屋

西
　
方

阿
久
根

野
田
郷

出
　
水

　
袋

約12km 約10.8km 約14.5km 約10.5km約14km約10km

267

6

石
組
み
の
重
厚
な
雰
囲
気
が
漂
う

舟
付
場
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。「
渡
唐
口
」と
は
、
読
ん
で

字
の
如
く
、
唐
に
渡
る
港
の
意
を

含
む
と
の
こ
と
で
す
。

民
家
の
裏
に
残
る
街
道

（
勝
目
）

九州農政局
川内庁舎

ラーメン

コンビニ

老人ホーム

隈
之
城
川

街
道
は
消
滅

坪塚
公園

隈之城小学校

勝目入口

麓橋

文 仏
生
橋

坪
塚

A-2

民
家

旧
国
道
3
号 消
滅
道

薩
摩
街
道

勝
目
川

2
川永野橋

迂
回
路

A-1

A-2

A-1

A-3

A-4A-5

A-3

薩摩街道を歩く。

8

渡唐口

堺
橋
と
民
家
の
間
に
あ
る
小
さ

な
道
が
街
道
で
す
。
こ
の
道
標

は
串
木
野
郷
土
史
研
究
会
に
よ

り
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

渡唐口（向田町）

木場茶屋

可愛山陵

御陵下
公園上川内駅前 大小路町

御陵下町

肥薩おれん
じ鉄道

文文
川内
高校 鹿

銀

新田神社 参
道

街道案内板 可愛
小学校

上川内駅

A-5

8

3

267

コンビニ

街道
案内板
街道
案内板

薩
摩
街
道

旧
国
道
3
号

2川永野

パチンコ店 3

旧
国
道
へ

旧
国
道
へ

向田本通り入口向田本通り入口

5
川内駅

日暮橋

平
佐
川

4

ビジネスホテル
平佐川

市比野
→

日暮橋

交番

川内小

GS

コンビニ
玉龍山
福昌禅寺

卍

文

　昔の川の流
れ

川内駅

4

3

向田本通り

江戸時代の頃、平佐川はこ
こを流れていなかったので、
街道は直進していました。

川内駅

～歴史の道をたどって～

野田郷

草道

川内

木場茶屋

折口

阿久根

西方

出水

袋

米ノ津

西出水
高尾野

牛ノ浜

上川内

隈之城薩摩街道
（出水筋）

薩摩大川

薩摩高城

　薩摩街道とは肥後藩熊本城下の札の辻と薩摩藩鶴丸城下の西田橋
を結ぶ街道のことで、明治時代に国道が建設されるまで、南九州の
陸上交通の大動脈でした。
　鹿児島では城下から3つの街道があり、それぞれ筋と呼ばれてい
ました。宮崎高岡を通る日向高岡筋、加治木から大口を経て水俣へ
通じる大口筋、そして川内から出水へと向かう出水筋（薩摩街道）
です。
   出水筋は参勤交代の道として利用されており、大河ドラマでも有
名な天璋院篤姫もこの道を通り江戸へと向かいました。
　熊本には四街道あり、札の辻を起点として豊前・小倉に至る豊前
街道、豊後鶴崎に至る道で九州を横に結ぶ豊後街道、日向・延岡へ
至る日向往還、水俣を経て薩摩につ
ながる薩摩街道とそれぞれ呼ばれて
いました。薩摩街道は主要な幹線と
して古くから往来が盛んで、時に
は肥後と薩摩の攻防の歴史の舞台と
なりました。
　歴史が下り、西南戦争の時は薩摩
軍の北上ルートになりました。
　また、同時に文化、風俗、物資な
どの異文化に接することができる交
流の道でもありました。
   九州平定の豊臣秀吉、参勤交代の
薩摩藩主島津氏、明治維新前夜の西
郷隆盛、大久保利通など、偉人達が
残した足跡をたどりながら、その
交流、攻防の歴史をたどってみまし
ょう。

〒895-8501　鹿児島県薩摩川内市神田町1-22
鹿児島県北薩地域振興局
総務企画部総務企画課
TEL0996-25-5107 FAX0996-25-5555

企画・発行北薩摩振興推進協議会
〒895-0076　鹿児島県薩摩川内市大小路町73-28
TEL0996-25- 2477（会長：丸目　直樹）

協　　 力 薩摩街道保存会

令和元年9月改訂
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